新たな10年へ向かって　第２次大崎市総合計画スタート
　これまで市では、平成19年度から平成28年度までの10年を期間とする「総合計画」に基づき、将来像である「宝の都（くに）・大崎 ～ずっとおおさき・いつかはおおさき～」の実現に向けて、まちづくりを進めてきました。この４月からは、平成29年度から平成38年度までの新たな10年を期間として策定した「第２次総合計画」に基づき、人口減少や少子高齢化の進展への対応など、社会情勢の変化や新たな行政課題に柔軟かつ的確に対応していきます。
 政策課政策企画担当　２３－２１２９


[bookmark: _GoBack]　第２次総合計画は、基本構想、基本計画、実施計画で構成されています。
　「基本構想」には、市が目指す将来像、まちづくりの基本理念、将来像の実現に向けた「協働」「安全・安心」「教育」「産業」「健康・医療・福祉」「環境」の６分野を施策の大綱として掲げ、まちづくりの指針としています。
　「基本計画」には、基本構想に掲げた６分野の施策の大綱ごとに、10年後の望ましい姿の実現に向けた主な取り組みなどを示しています。また、６つの施策大綱を横断的に連携させながら戦略的に取り組んでいく４つの「重点プロジェクト」を掲げています。さらに、それぞれの地域において、地域住民とともに目指すまちづくりのテーマを「地域別まちづくり方針」として掲げています。
　「実施計画」は計画期間を３年間とし、基本計画から導き出されたより具体的な事業を示し、毎年度事業の検証と見直しを行いながら、順次３年単位で計画を策定します。

●基本構想
将来像　　宝の都(くに)・大崎～ずっとおおさき・いつかはおおさき～
施策の大綱　　１ 市民が主役協働のまちづくり
　　　　　　　２ 安全・安心で交流が盛んなまちづくり
　　　　　　　３ 地域の個性を生かし豊かな心をはぐくむまちづくり
　　　　　　　４ 活力あふれる産業のまちづくり
　　　　　　　５ 地域で支え合い健康で元気なまちづくり
　　　　　　　６ 自然と共生し環境に配慮したまちづくり
<市政運営の理念>　　安全・安心　活力・交流　自立・協働　改革・挑戦
重点プロジェクト１　東北新時代への挑戦
重点プロジェクト２　連携・醸成・発信　次世代へつなぐ産業の創造
重点プロジェクト３　真の豊かさ　実感都市の実現
重点プロジェクト４　地域を支える自治組織の躍進


●基本計画
≪１ 市民が主役協働のまちづくり≫

１ 共に「はぐくむ」協働のまちづくり
２ 男女が共に担うまちづくり
３ 市民の生活を支える行財政改革の推進
≪２ 安全・安心で交流が盛んなまちづくり≫
１ 円滑な道路環境の整備
２ 快適に暮らせる公共交通の充実・強化
３ 地域資源を生かした地域間交流、国内・国際交流の推進
４ 自助・共助・公助に基づく防災対策の強化
５ 機動的な消防・救急体制の充実
６ 地域ぐるみの交通安全対策の強化
７ 地域で守る防犯対策の強化
８ みんなで取り組む平和と人権の尊重
≪３ 地域の個性を生かし豊かな心をはぐくむまちづくり≫
１ 未来を担う子どもたちの教育環境の充実
２ 豊かな心をはぐくむ生涯学習の充実
３ 多彩な地域文化の継承・形成
４ 生涯にわたるスポーツ・レクリエーションの振興
≪４ 活力あふれる産業のまちづくり≫
１ 誇りある農業の振興
２ 新たな期待にこたえる林業の振興
３ にぎわいのある商工業の振興
４ 訪れたくなる観光の振興
５ 安定した就労・雇用の支援
６ 魅力ある地域資源の活用と産業の連携
≪５ 地域で支え合い健康で元気なまちづくり≫
１ 生涯を通じた健康づくりの推進
２ 充実した地域医療体制の整備
３ 安心と生きがいのある高齢福祉の充実
４ 地域で支え合う社会福祉の充実
５ 環境の変化に対応した子育て支援の充実
≪６ 自然と共生し環境に配慮したまちづくり≫
１ 豊かな自然環境の保全
２ 身近に触れ合える憩いの場の整備
３ 快適な生活環境の保全・整備
４ 地球に優しい循環型社会の実現
●地域別まちづくり方針
古川	『つなぎ』『結び』『支える』 ～みんなで創る10年、創造する10年～
松山	であい、ふれあい、わかちあい  絆のつよい地域づくり  まつやま
三本木	めざそう笑顔のまちづくり
鹿島台	(^о^)／南の玄関  にぎわいのまちづくり＼(^о^)
岩出山	五つの地域がさらに連携し、若者から高齢者まで住んでみたいと思う岩出山
鳴子温泉　温泉のように『あったか～い! 』みんな活き活き鳴子温泉地域
田尻	ささえ合う  笑顔が行きかう  まちづくり

●重点プロジェクト１
東北新時代への挑戦
　東北新時代とは「東日本大震災からの復旧・復興と東北のもつ豊かさを生かし、新たな活性化のプログラムをつくり出す時代」と考えます。本市には、全国に誇れる地域資源と東北の横軸と縦軸を結ぶ優れた交通基盤を背景に、本市のまちづくりに対する姿勢を国内外に示し、交流人口拡大、移住者の増加、知名度向上などの相乗効果を図り、東北新時代の地方自治体として、活力ある社会を実現させ、県内２番目の都市を目指します。
重点的に取り組む施策
１ 高度な都市機能の整備と地域の拠点づくり
２ 観光の振興やニューツーリズムの推進
３ 地域の特性を生かした定住、移住への支援
４ 近隣市町村及び大学などとの政策連携の推進
プロジェクトの目標
▲定住人口減少の緩和 ： 133,391人（H27） ➡ 122,000人（H38）
▲「住み続けたい」と感じている市民の
　     割合の増加 ： 61.0％（H27） ➡ 65.0％（H38）
▲交流人口の拡大 ： 114,700人(H27) ➡ 140,000人(H38)

●重点プロジェクト２
連携・醸成・発信 次世代へつなぐ産業の創造
　働き続けられる環境の構築には、持続的な産業を確立していくことが必要です。その実現には、本市の産業を担う人材の育成が重要となることから、各産業分野において「人づくり」を意識した取り組みを推進します。また、継続的に雇用の場が確保できるよう、産業間、企業間、市民が垣根を乗り越え互いに連携できる仕組みを築き、魅力ある地域イメージや豊富な地域資源を国内外に発信し、市の知名度、好感度を高め、次世代へとつながる活力ある社会を目指します。
重点的に取り組む施策
１ 誇りある農業の振興
２ 新たな期待にこたえる林業の振興
３ にぎわいのある商工業の振興
４ 訪れたくなる観光の振興
５ 安定した就労・雇用の支援
６ 魅力ある地域資源の活用と産業の連携
プロジェクトの目標
▲市内総生産額の増加 ： 5,039億円(H27) ➡ 5,207億円(H38)

●重点プロジェクト３
真の豊かさ 実感都市の実現
　東日本大震災は、人の絆や連携、自助・共助・公助の仕組みを後世に継承していくことの大切さなどを再認識させると同時に、物事の価値を見直す大きな契機となりました。安全・安心に裏打ちされた日々の生活の安定、ライフステージに応じた自己実現など、真の豊かさを実感できる都市を目指し、市民が元気で充実した暮らしを送ることができる環境整備に努め、心豊かな活力ある社会づくりに取り組みます。
重点的に取り組む施策
１ 子育て環境の整備
２ 防災・減災機能の充実
３ 安心な医療体制の確保
４ 学校教育・生涯学習環境の整備
５ 年齢や身体状況に応じた健康づくりの推進
６ 地域全体で取り組む地域包括支援
７ 環境と調和した循環型社会の形成
プロジェクトの目標
▲「暮らしやすい・どちらかといえば暮らしやすい」と感じて　　      いる市民の割合の増加 ： 60.5％(H27) ➡ 65.0％(H38)

●重点プロジェクト４
地域を支える自治組織の躍進
　市民と行政の協働による自立した地域社会を実現するため、大崎市流地域自治組織の確立を目指し、話し合いを基本としたまちづくりを進めてきましたが、人口減少による地域自治組織の担い手不足などが懸念されていることから、幅広い世代の積極的な地域参加の実現を目指し、地域間・地区間の連携による相互補完を図り、継続性を備えた自立性の高い地域自治構築のため、大崎市流地域自治組織の取り組みをさらに推進します。
重点的に取り組む施策
１ 話し合う協働のまちづくりの啓発、実践
２ 人材育成体制の充実
３ 経営的な視点の確立
４ 情報収集・発信の充実
５ 地域活動拠点施設の整備
６ 市民公益活動団体などとの連携及び団体の支援、育成
プロジェクトの目標
▲「社会参加」をしたことがある市民の
　        割合の増加 ： 56.7％（H27） ➡ 60.0％（H38）



